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発明の名称 バイオマーカーによるうつ病の検査方法及び検査キット（特開 2017-000063） 

学内発明者 福田 正人（医学系研究科）  三國 雅彦（元医学系研究科）  宮田 茂雄（医学系研究科） 

技術分野 医療・検査方法、医薬品スクリーニング方法 IP26-059 

発明の概要 客観的なうつ病診断のための検査方法、及び当該検査に使用する検査用キットを提供するた

めに、うつ病患者群およびうつ病寛解群において有意に発現変動した遺伝子を探索し、ＩＧＨＡ

１、ＴＨＥＭ４及びＴＮＦＲＳＦ２５等の遺伝子が、抑うつ症状の重症度に左右されずにうつ病発症

の有無を客観的に判定できる有用なマーカーとなることを見出した。 

説明図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＩＧＨＡ１、ＴＨＥＭ４及びＴＮＦＲＳＦ

２５のリアルタイム PCR 解析結果

を左図に示す。これら遺伝子は、

健常者（HC）と比べて、うつ病の病

相期（DP）及び寛解期（RM）にお

いて有意に減少したことを示す。 

よって、これら遺伝子はリアルタイ

ム定量 PCR において発現変動す

る、うつ病反映性に優れたマーカ

ーであり、さらにその他の 18 種の

マーカーを組み合わせることによ

り、高い精度でうつ病の検査を行

うことができる。 

ポイント 本発明は、ＩＧＨＡ１、ＴＨＥＭ４及びＴＮＦＲＳＦ２５がうつ病検査用バイオマーカーとして提供され

る。また、本発明の方法により、抑うつ症状の重症度に左右されずに、客観的な指標に基づい

て、うつ病の診断をすることが可能となる。 

 

 
発明の名称 内視鏡手術器具の洗浄装置（特許第 4300294 号） 

学内発明者 浅尾 高行(未来先端研究機構) 

技術分野 医療（手術用器具の洗浄装置） IP16-055 

発明の概要 手術中および手術前後を問わず簡単かつ適切に、しかも迅速に内視鏡手術器具をクリアアップ

することができる、新しい内視鏡手術器具の洗浄装置。 

説明図 

 

本発明の内視鏡手術器具

の洗浄装置の一実施形態

を例示した断面図。 

気密保持シール膜22が具

備されている挿入孔 21 と

外部装置と接続するため

のコネクタ 23 とを備えた低

圧気密チャンバー2 と、ノ

ズル 41 を有するノズルチ

ューブ 4 がノズル 41 を上

方に向けて位置して内部

に配設されている洗浄液

保持タンク 3 とを含む内視

鏡手術器具の洗浄装置。 

ポイント 内視鏡手術での光学系ヘッドが肛門や尿道などの体孔や血管へ挿入されスコープ先端光学系

が「固液」界面を形成する場合だけでなく、体腔内に挿入され「固気」界面を形成する場合でも

内視鏡手術器具をクリアアップすることができ、視野悪化による施術者のストレスを緩和させる

こともできる。 

 
 


